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1. はじめに 
 
 インターネットからは多くの情報が得られるが，古い
情報も多い。そんな中で本会の会員の方が近年に訪れた
ジオサイトの情報は，「これから行って見ようかな」とか，
「行ったことはあるところだが最近はこうなっているのか」
などと地質への関心が高まると思われる。ここで紹介す
るのは筆者が個人的に訪れた国内の地質関連の場所であ
る。今回は 2017～2019年に訪れたところを中心に紹介し
たい。愛知県内のジオサイトは村松（2019）で多く紹介し
たので省略する。なお，露頭番号 KK6, KK7, CB11の一部
は第 329 回例会報告（本号）も参照されたい。より多く
の会員の方からの情報が投稿されるきっかけになれば幸
いである。 
 
2. 九州・中国・四国地方 
 
KY1 福岡県田川市のボタ山 
場所 田川市夏吉。田川市石炭記念公園から展望。 
解説 鉱山では不要な採掘物はズリとして捨てられるが，
九州の炭鉱ではボタと呼び，積み上げられてできた山
をボタ山という。石炭としては低品質でも自然発火し
たり崩れたりして危険なため，埋め立て用などで削ら
れてほとんど残っていない。残っているボタ山では飯
塚市忠隈

ただくま
北区にある通称「筑豊富士」が有名で，私有

地のため入れないが，周辺にはズリの構成物である松
岩（珪化木）が多く見られる。図 1は田川市石炭･歴史
博物館がある石炭記念公園から北方に見える夏吉6坑
ボタ山で，木々に覆われ通常の山と区別がつかない。
奥にある平坦な山は香春岳で，平尾台に続く石灰岩の
山である。 

 
SY1 高知県室戸市の混在岩 
場所 室戸市三津。高知県海洋深層水研究所北の海岸。 

解説 室戸岬一帯は四万十帯南帯の菜生
な ば え
コンプレックス

と呼ばれる地質体で，四万十帯で最も新期の中新統で
ある。はんれい岩の貫入岩体（シル）とタービダイト
の頁岩が接している（遅沢, 2006）。図 2の海岸は広い
岩場（海食台）で，黒色の泥質岩中に異地性のチャー
トや砂岩などのブロックが挟まる混在岩である。 

 
SY2 高知県室戸市のスランプ構造 
場所 室戸岬の行当崎の西の新村海岸。新村海岸には駐
車場や遊歩道が整備されている。 

 
図 2 室戸岬の混在岩。 

 
図 1 田川市の夏吉 6坑ボタ山。2つの小山に見える。 
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解説 遊歩道を歩くと多くのさまざまな堆積構造が見ら
れる。地層が固化する前に海底地すべりなどで形成さ
れたスランプ構造は見事である（図 3）。室戸ジオパー
クとして整備されており，丁寧な解説板がたてられて
いる。 

 
SY3 高知県室戸市のはんれい岩体 
場所 室戸岬の室戸市観光協会案内所駐車場から海岸へ
降りる。 

解説 はんれい岩の貫入岩体がここから北東のビシャゴ
岩に向かって幅 200 m余でくさび状に分布している。
ここではかんらん石に富むはんれい岩（星出ほか, 2006）
が見られる（図 4）。入り江の対岸は頁岩ではんれい岩
体との境界になっている。はんれい岩は場所により粒
度が異なる。ここから海岸に沿って北へ歩いて行くと，
しばらくは菜生コンプレックスが見られ，ビシャゴ岩
付近で再びはんれい岩が現れる。 

 
SY4 高知県室戸市の海岸段丘 
場所 国立室戸青少年自然の家第一ロッジからの展望。 
解説 昭和南海地震（1946年 12月 21日）で室戸岬は約

120 cm隆起し，高知市は約 120 cm沈降した。四国の
太平洋側はここ 1000～2000年に少なくとも 10 m程度
隆起したと考えられている。室戸岬周辺では 3段の海
成段丘が知られており，室戸青少年自然の家から見る

と崎山台地としてM1面がよくわかる（図 5）。形成は
13 万年前で，傾動量は 4/1000～8/1000 である（金谷, 
1978）。海岸付近には L面が見える。 

 
SY5 高知県室戸市のヤッコカンザシの化石 
場所 室戸岬の東海岸，御厨人窟

み く ろ ど
付近。 

解説 ヤッコカンザシ（Spirobranchus kraussii）が海岸の
岩場のあちらこちらに見られる（図 6）。ゴカイの仲間
で石灰質の直径数ミリの白い管状の殻で棲管を作る。
平均海面付近を好むので，海水面の位置の目安になり
やすい。地震時の隆起を示すので，遺骸群集の年代を
調べると地震の発生周期を予測できる可能性がある
（宍倉, 2008）。 

 
SY6 高知県安田町の鮮新世化石採集場 
場所 安田町化石発掘体験場。ごめん・なはり線唐浜

とうのはま
駅

の北 450 mで国道 55号線にも案内板がある。 
解説 室戸市羽根町登には鮮新統唐ノ浜層群登

のぼり
層が見ら

れ，主に泥岩で貝類や有孔虫などの微化石が多産する。
夏季は草が生い茂っていて無理と聞き，登層より上位
（鮮新世最上部 270～260万年：現地案内板による）の
穴内
あなない
層を見学した。安田町には学習用の化石採集場所

があり自由に採集できる。もろく崩れやすいが殻の残
った貝化石などが多産する（図 7）。 

 

 
図 4 室戸岬のはんれい岩体下部。 

 
図 3 室戸岬のスランプ構造。 

 
図 6 室戸岬のヤッコカンザシ。 

 
図 5 室戸岬の海岸段丘。 
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SY7 高知県土佐市の横波メランジュ 
場所 土佐市宇佐町竜

りゅう
五色ノ浜。横浪黒潮ラインをホテ

ル「ヴィラ・サントリーニ」から車で 5分ほどのカー
ブの所に数台分の駐車スペースがある。そこから少し
戻ると左側に海岸に降りる階段がある。降りたところ
が五色ノ浜で，そこから海岸沿いに右と左に行く案内
板がある。どちらの道も岩場を上る。 

解説 プレート沈み込みに伴う四万十帯の付加体で，ナ
ンノプランクトン石灰岩と放散虫層状チャートを含む。
特にチャート（白亜紀前期）が有名で，2000万年で 100 
mという堆積速度が考えられている（鈴木・吉倉, 2012）。
チャートは右（南）へ 30分ほど岩を登り降りしながら
歩くが，天候が不順でチャートのところまでは行けな
かった。図 8は泥質岩で混在岩の基質である。海岸の
礫は赤色のチャートや暗灰色や灰緑色の岩片，白い貝
殻片などでカラフルである。 

 
SY8 愛媛県伊予郡砥部

と べ
町の砥部衝上断層 

場所 伊予郡砥部町岩谷口。「衝上断層公園」として国道
379号線沿いに駐車場がある。 

解説 砥部衝上断層は中央構造線の砥部時階の活動を記
録しており，1938年に国の天然記念物に指定されてい
る。砥部川に直交するように走っており，断層の上流
側（南側）に下部中新統の久万

く ま
層群の礫層が，下流側

に上部白亜系の和泉層群の砂泥互層が分布する。図入

りの案内板があるが断層の正確な位置はわかりにくい。
その原因の一つが，断層面に沿って幅 1 m程度の「フ
ィロナイト様岩石」，「優白色岩」，「ドロマイト質片岩」，
案内板の「火成岩」などのいろいろな呼び方をされる
岩体が挟まっているからである。図 9の白い水路の調
整弁（？）のすぐ左側に岩脈状に挟まっているのが“火
成岩”で，その右側境界が断層である。“火成岩”の左側
の石垣の下あたりの赤褐色の部分が和泉層群で，破砕
されている。断層の所から上流側に歩くと，次の橋の
付近に大きな角礫の礫岩層が見られ，その上流側には
三波川帯の緑色片岩が見られる。久しぶりに訪れたが
整備（？）が進み観察はしやすくなっていた。 

 
CG1 広島県帝釈峡

たいしゃくきょう
の石灰岩の侵食地形 

場所 広島県神石
じんせき
郡神石高原町。中国自動車道東条 ICか

ら西へ 10 kmほどで，上帝釈峡側から入るとよい。有
料駐車場がある。 

解説 広島県の北東部にある石炭紀～ペルム紀のカルス
ト台地（帝釈台）で，古くから化石の研究で知られる。
帝釈川沿い遊歩道では永明寺

えいみょうじ
層の灰色石灰岩が見ら

れ，白雲洞と呼ばれる小さな鍾乳洞（延長 145 m）も
ある。石灰岩の下位には断魚渓

だんぎょけい
層の緑色～濃緑色の玄

武岩質溶岩があり，所々で見られる。また，奥に行く
と国の天然記念物に指定された雄橋

おんばし
という天然橋が帝

釈川をまたいでおり（図 10），帝釈峡の見所となって

 
図 8 土佐市五色ノ浜の横浪メランジュ。 

 
図 7 安田町化石発掘体験場と貝化石。 

 
図 10  帝釈峡雄橋。 

 
図 9 砥部衝上断層。 
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いる。鍾乳洞の天井が侵食を受けて崩落し，雄橋だけ
が残ったと考えられている。長さ 80 m，幅 18 m，高
さ 40 mあるという（鷹村, 1979）。石灰岩は結晶質で，
ざっと見ただけでは化石が見られない。 

 
CG2 島根県奥出雲町鉄穴流

かんな な が
し址と砂鉄 

場所 島根県奥出雲町横田・鳥取県米子市皆生
か い け
温泉。 

解説 古くから，山陰地方に広く分布する風化花崗岩を
崩し，そこに含まれる磁鉄鉱（砂鉄）を採取していた。
初期には竪坑で採取していたので鉄穴

か ん な
と呼ばれる。 崩

した風化花崗岩を水と一緒に流し，比重の違いを利用
して砂鉄を採取してきた。それをたたらというふいご
を利用して日本刀の原料になる「玉鋼

たまはがね
」をつくってお

り，たたら製鉄として有名である。「たたらを踏む」と
か，アニメの「もののけ姫」（舞台は東北地方とか）な
どでも知られる。かつては下流側に不要な砂礫を流す
ために河川の天井川化が起き，洪水などの被害も出し
たそうである。島根県の奥出雲町が中心で多くの関連
施設（多くは復元）や博物館がある。図 11は 1972年
まで使用していた羽内谷

はない だ に
鉄穴流し本場址で，採掘場は

少し上流（奥）にある。図 11の場所の風化花崗岩を洗
うと磁鉄鉱が採取できた。鳥取県米子市皆生温泉で，
宿泊した「游月」というホテルの前の海岸が真っ黒に
なっているのが目についた。中国山地から河川によっ
て運ばれてきたものらしい。やはり磁鉄鉱で，かつて
は「浜砂鉄」として採取していたそうである。 

CG3 島根県出雲市日御碕
ひのみ さ き

の柱状節理 
場所 島根県日御碕。出雲大社の西に車で 10分ほどで，
灯台近くに広い駐車場がある。歩道も整備されている。 

解説 灯台の下の海岸一面に，柱状節理の発達した成相
じょうそう

寺
じ
層の流紋岩が広がっている。流理面と直交するよう
な細かな柱状節理で，図 12のケースの短辺は 8 cmで
ある。成相寺層は中新世の海成層で，海底火山を形成
した大規模な珪長質火山活動によってつくられた流紋
岩が泥岩を貫いている。水底溶岩ドームをつくる岩体
とされる（鹿野ほか, 2000）。日御碕神社では泥質岩が
見られた。 

 
3. 近畿地方 
 
KK1 滋賀県大津市の珪灰石 
場所 滋賀県大津市石山寺辺町石山寺・大津市国分。 
解説 珪灰石は石灰岩の熱変成によって生じたスカルン
鉱物である。石山寺は 1922 年に国指定天然記念物に
指定されている。美濃‒丹波帯の石灰岩とチャートの互
層が田上

たなかみ
花崗岩の接触変成作用で珪灰石または大理石

とチャートの互層になっており，石山寺のものは珪灰
石部分が発達している（図 13）。残念ながら風化によ
って黒ずんでしまい，珪灰石特有の白く放射状の模様
は観察しにくい。シリカの供給源は接触交代作用によ
って花崗岩からという考えと，母岩のチャートからと
いう考えがある（脇田ほか, 2013）。石山寺の西北西 1.4 
km ほどにある国分団地を流れる小川の川底では，長
さが数10 cm以上の細長い形に珪灰石が集合しており，
新鮮な面は真っ白である。図 14 では汚れた部分が明
褐色や黒ずんでいる。珪灰石に接する部分の大理石は
真っ白で縁取りのように見えるが，少し離れると黒色
の細かい筋状模様が入っている。大理石より硬いため
珪灰石部分は突出している。 

 
KK2 和歌山県和歌山市の和泉層群と底痕 
場所 和歌山市加太

か だ
城ケ崎海岸。近くに駐車場はない。

展望台の先端から海岸へ降りる階段がある。 
解説 加太の海岸には白亜系和泉層群が波食台に露出し
ている。砂泥互層にはソールマーク，スランプ褶曲，
層内褶曲など多くの堆積構造と断層（中央構造線の派

 
図 12  日御碕の柱状節理。 

 
図 11  羽内谷鉄穴流し本場と砂鉄。 

 
図 13  石山寺の珪灰石。 
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生断層で左横ずれ：図15）が見られる（宮田ほか, 2012）。
図 16は厚さ 50 cmほどの砂岩の下面で見られた底痕
であるが，日南市大堂津猪崎鼻の方が数多く見られる
（村松, 2016）。凝灰岩と凝灰質砂岩は白く目立つ。干潮
時以外は海面下になってしまう。 

 
KK3 和歌山県和歌山市の三波川変成岩 
場所 和歌山市雑賀崎番所

ばんどこ
の鼻（有料施設）。 

解説 海に突き出した台地状の半島で，淡路島や四国も
展望できる。紀州藩の見張りのための遠見番所が設け
られていた。全域が三波川変成岩の緑色片岩からなり，
片理面が水平に近く，台地状の原因になっている（図
17）。波打ち際までは降りられないが，周囲の岩場には
降りることができ，きれいな淡緑色の片岩を観察でき
る。 

 
KK4 和歌山県和歌山市のコダイアマモ 
場所 和歌山市和歌山城二の丸。 
解説 古くから和泉層群から産出が注目され，アヤメ石，
ショウブ石とよばれ，岸和田城の石垣にも使われてい
る（郡場・三木, 1931）。日本地質学会が決めた香川県
の石になっている（URL1）。鳴門市島田島やスペイン
の始新統の深海堆積物からの標本などから，植物化石
ではなく生痕化石と判断された。層理面に斜めに入る

中心軸（巣穴）とその左右の細いトンネルからできて
おり，中心軸の上端は直上の泥岩とつながっている（図
18）。“葉”は直上の泥岩と同じ鉱物からなっている。コ
ダイアマモをつくった動物が当時の海底面に体の一部
を出して泥から有機物を摂って（デトリタス食），糞便
を海底面下に規則的に排泄したと考えられている（中
尾・小竹, 2016）。愛知県では佐久島から報告がある。 

 
KK5 三重県いなべ市のマンボ 
場所 いなべ市大安町片樋

か た ひ
。案内板もある。 

解説 マンボはイランで言うカナート（qanat）で，鈴鹿
市，北勢町，大安町に多い。員弁川などの河川はある
が台地の下方を流れるため，水源から地下を横坑で水
を引き下流の水田に灌漑用水として利用していた。マ
ンボは横坑に所々に竪坑を持つ素堀りのトンネルで（図
19），浅層地下水を利用している。図 20は片樋マンボ
で，後期更新世の段丘堆積物を構成する亜角礫～亜円
礫層に掘られている。撮影時は水がなく，少し中を歩
くことができた。暗渠にしたのは礫層が崩れにくく土
地の買収がいらないなどの理由であるという（小堀, 
1988編）。愛知県でも半田市博物館の片隅に工事の際
に横坑が見つかり上からのぞくことができたようであ
るが，現在はコンクリートで囲ってしまってある。 

 

 
図 16  加太城ヶ崎のソールマーク。 

 
図 15  加太城ヶ崎の和泉層群中の断層。 

 
図 14  大津市国分の珪灰石と大理石。 

 
図 17  番所の鼻の三波川緑色片岩。 
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KK6 三重県いなべ市青川峡の緑色岩（玄武岩） 
場所 いなべ市北勢町新町青川峡。 
解説 青川峡は河原の転石が緑～緑青色をした緑色岩（玄
武岩）が目立つことから名づけられている（図 21）。
枕状溶岩も多く見られる。すぐ上流側には石灰岩も分
布し石灰岩の礫も多い。石灰岩は結晶質で化石は少な
い。図 22 の右端が青川峡キャンピングパーク付近で
ある。谷の奥に入ると泥岩やチャートが見られる。泥
岩（粘板岩）が変質を受けた部分に硫化鉱物ができ治田

は っ た

鉱山となり，黄鉄鉱，黄銅鉱，方鉛鉱など多種の鉱物
を産出した（三重県員弁郡北勢町, 1980）。 

 
KK7 三重県いなべ市篠立

しのだち
の風穴 

場所 いなべ市篠立。 
解説 白石工業の採石場跡に隣接して石灰洞がみられ，
篠立の風穴と呼ばれる（図 23）。江戸時代（1636年）
から調査され，コウモリが多いことと奥行きはわから
なかったという記録がある（宮内, 1889）。石炭紀～ペ
ルム紀の岩体でジュラ紀付加体中にある。
Pseudofusulinaなどの化石が知られる（松葉, 2008）。入
口は普段は bat gateと呼ばれる「人は通れないがコウ
モリは通れる柵」（佐野ほか, 2004）でふさがれており，
一年に一度 5月の連休最終日に開放されている。白石

 
図 18  和歌山城二の丸のコダイアマモ。挿絵は中尾・小竹（2016）から引用。 

 
図 19  マンボの縦断面図。小堀（1988編）を改変。 

 
図 20  いなべ市の片樋マンボ。 

 
図 21  青川峡。 

 
図 22 青川峡地質断面図。三重県教育委員会・三岐鉄道株

式会社（1962）に加筆着色。 
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工業の跡地から 1987 年にアンモナイト化石が見つか
り藤原岳自然科学館に展示されている。 

 
4. 中部地方 
 
CB1 石川県鳳珠

ほ う す
郡能登町の宝立山

ほうりゅうざん
層（柳田層） 

場所 のと鉄道恋路駅（廃駅）が面した恋路海岸の北端
付近。 

解説 真っ白な地層が目に付く。軽石と火山豆石を含む
細粒の凝灰岩である（図 24）。そのすぐ隣には大きな
角礫を含む凝灰岩層の露頭がある。至近距離で岩相が
大きく変わり層序関係はよくわからない。火砕流堆積
物もはさまれる（吉川ほか, 2012）。波打ち際より下に
は黒っぽい玄武岩も見られる。ここから 3.5 kmほど北
には見附島がある。飯塚層の珪藻質なシルト岩～砂岩
で，海岸にはその礫が多く見られる。 

 
CB2 石川県輪島市町野町曽々木の“グリーンタフ” 
場所 垂水の滝の東の海岸。 
解説 淡黄～淡黄緑色の“グリーンタフ”が海岸一面に見
られる（図 25）。吉川ほか（2012）によれば粟蔵

あわぐら
層の

黒雲母軽石火山礫凝灰岩で，供給源は近隣の岩倉山な
どに分布する黒雲母流紋岩である。岩倉山は「千体地
蔵」よばれる柱状節理の発達した流紋岩の風化岩体が

見られることで有名であるが，途中まで昇ったところ
が崖崩れで道が閉鎖されていた。近くの海岸を走る道
路には「帆立岩」と呼ばれる“グリーンタフ”の岩塊が，
かつてあった波打ち際から道路脇に移動されておかれ
ている。その裏手にも同様の岩石が見られる。 

 
CB3 長野県飯田市の埋没木 
場所 飯田市小道木。国道 152 号線の旧道を走り，小道
木橋南側の案内板のあるところから河原に降りる。 

解説 飯田市天然記念物。南信濃自治振興センターの 1
階には埋もれ木が展示され，説明もつけられている。
それによると，714年の遠江地震で遠山川の支流であ
る池口川の左岸にある日陰山（標高 1441 m）が大崩落
し，遠山川がせき止められて天然ダムが造られた。こ
の時倒木も埋められて埋没樹となった。小道木橋のも
のはヒノキといわれ，河原の中州に立ち木状態で見ら
れる（図 26）。増水時には近づくことができない。国
道 152号線を北上し，梨元の森林鉄道跡にも横たわっ
た大きな埋没木が展示されている。 

 
CB4 長野県飯田市上村程野

ほ ど の
の中央構造線露頭 

場所 長野県飯田市程野。国道 152 号線を北上し，飯田
市から伸びる国道 474 号線の程野 IC を通り過ぎた先
を左折し，しらびそ高原に続く蛇洞

じゃほら
林道を入ると案内

 
図 23  篠立の風穴。 

 
図 24  恋路海岸の凝灰岩。 

 
図 26  飯田市小道木の埋もれ木。 

 
図 25  垂水の滝の東の海岸の“グリーンタフ”。 
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板がある。広い駐車スペースもある。 

解説 国道 152 号線は中央構造線の上を走り，秋葉街道
とも呼ばれる。程野の南方には青崩峠，北方には地蔵
峠から大鹿村の中央構造線露頭へとつながる（冬季は
通行不能）。露頭（図 27）には断層位置が黄色い杭で
示されわかりやすい。左側には三波川帯の暗緑灰色の
ボロボロになった片岩が，右側には粗粒の領家花崗岩
起源と思われるマイロナイト（内帯側）が見られる。 

 
CB5 岐阜県郡上市高鷲町ひるがのの泥炭層 
場所 蛭ヶ野分水嶺公園。 
解説 蛭ヶ野高原には湿地が散在する。ひるがの湿地植
物園はミズバショウ（Lysichiton camtschatcensis）を始
め多種の湿原植物などが見られる。園内でも泥炭層が
見られるが（図 28），隣接する分水嶺公園を奥に入っ
ていくとよく観察できる。花などの咲く前がいいかも
しれない。 

 
CB6 岐阜市の断層鏡肌 
場所 岐阜市日野北の東にある千鳥橋を渡り，右折して
すぐにあるトンネルを抜けたところ。 

解説 長良川の右岸にあるチャート中にできた断層の鏡
肌である（図 29）。チャートのためきれいな鏡肌状に
なっている。入り口は普段は施錠されており，見学を

希望する人は岐阜市教育委員会で鍵を借りて開けて入
る。県指定天然記念物である。 

 
CB7 岐阜県各務原

かかみがはら
市の鵜沼

う ぬ ま
石採石場跡 

場所 各務原市鵜沼，石亀神社。 
解説 石亀神社（図 30）は中山道鵜沼宿駐車場から徒歩

5分ほどの小山の中にある小さな神社である。鵜沼石
と呼ばれる美濃帯の硬質砂岩の石切り場跡に建てられ
ている。鵜沼石は鵜沼宿内にある二ノ宮神社の石灯籠
や，近くの愛宕神社の鳥居などにも使われている。こ
こは旧尾張藩領で，藩主の墓石だけは代々鵜沼石が使
われてきたそうである。 名古屋市の平和公園の高台に
尾張 7代藩主宗春の墓があるが，鵜沼石でつくられて
いるため堅く，戦災でも損傷程度で済んだといわれる
（URL2）。各務原市鵜沼の坊の塚古墳の天井石にも使わ
れていたことが知られている（西村ほか, 2012）。 

 
CB8 岐阜県恵那市の濃飛流紋岩類 
場所 岐阜県恵那市笠置山山頂。恵那市中野方町から笠
置山山頂に向かう。山頂近くの「物見岩」に 2, 3台程
度の駐車スペースがある。 

解説 岐阜県を広く覆う濃飛流紋岩類が見られる。この
あたりは赤河

あ こ う
AFS（火山灰流シート）で，灰色の流紋

岩質溶結凝灰岩からなる（山田ほか, 2005）。年代は最

 
図 27  中央構造線程野露頭。 

 
図 28  分水嶺公園の泥炭層。 

 
図 30  鵜沼の石亀神社。 

 
図 29  岐阜市の断層鏡肌。 
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近，ジルコン U‒Pb年代測定により約 70 Maと考えら
れるようになった（星ほか, 2016）。露頭は「物見岩」
はじめあちらこちらにあるが非常に硬い。図 31は「物
見岩」から見た風景で，遠くに見える一番高い山が恵
那山であり，その手前を左右（ほぼ東西）に続く山地
の手前山麓付近を屏風山断層が通っている。ヒカリゴ
ケも見られる（寒い時期は無理）。 

 
CB9 岐阜県多治見市の土岐砂礫層 
場所 多治見市笠原町 999-1 の花水樹

はなみ ず き
ふれあいパーク。

東鉄バス「東草口」下車すぐ。 
解説 東濃地方の瀬戸層群の上部層を土岐砂礫層と呼
ぶ。濃飛流紋岩類を多く含むタイプとチャート礫の多
いタイプが知られている。図 32は後者の例で，チャー
ト礫が多く，クサリ礫もしばしば含まれる。ここは陶
土を採掘していた小名田鉱山跡を花水樹ふれあいパー
クにしたところで，北側には大きな土岐砂礫層の露頭
が残っている。東濃地方は砂礫の供給源として長く砂
礫層の運搬堆積が続き，土岐砂礫層は矢田川層藤岡部
層から最上部の猪高部層までに相当すると考えている。
土岐砂礫層に含まれるテフラが著しく風化されている
ため層序がはっきりしないが，近年，風化により対比
困難なテフラについて，残存する斜長石や石英中のガ
ラス包有物の主成分化学組成を用いて対比が試みられ

ている（古澤ほか, 2013）。 
 
CB10 岐阜県瑞浪市の段丘礫層 
場所 瑞浪市釜戸町（35°24′00.08″N，137°17′58.54″E）。 
解説 JR中央線の南側を南東に入る谷の入り口で民家へ
の入口。道路の両側に段丘礫層が見られる。下位には
瑞浪層群生俵

おいだわら
層の明灰色の泥岩が見られ，礫層との関

係は不整合である（図 33）。この谷の西側には南に入
る谷が 2, 3本あるが，それらの谷でも同様の露頭が見
られる。礫層にはクサリ礫も含まれる。田力ほか（2011）
を参考にすると低位面のL2に相当すると思われるが，
図が小さくはっきりしない。 

 
CB11 岐阜県大垣市の多良層と米野層 
場所 岐阜県大垣市上石津町・垂井町宮代南宮大社。 
解説 東海層群は東海堆積盆地に堆積した地層群を指す
が，消滅する直前の地層が養老山脈の西側に見られる。
上石津町下多良の須城谷

すしろ だ に
はアケボノゾウの産出で有名

で，谷入り口の駐車スペースの前を流れる小川に多良
層（大泉層）にはさまれる Hyタフが，すぐ下流には
その上位にくる火山灰がある（不明の火山灰）。谷を上
流に行くと，スシロ谷火山灰（図 34），上多良火山灰，
堂木谷
どうぎ だ に

火山灰が見られ，その奥では淘汰の悪い角礫層
の米野層（図 35）となる（本号掲載の第 329回例会報

 
図 31  笠置山の濃飛流紋岩。 

 
図 32  多治見市の土岐砂礫層。 

 
図 34  大垣市須城谷の火山灰層。 

 
図 33  瑞浪市の生俵層と段丘礫層。 
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告も参照）。須城谷のもう一つ西の谷でも同様に多良層
から米野層への変化が見られる。また，上石津町谷畑
では須城谷で見られた火山灰のさらに上に載る多良火
山灰が見られる。不破郡垂井町の南宮大社の西隣にあ
る不破高校の西の境の道を南に入る（通常は入り口に
柵がされている）と笹石子川があり，その川の中では
礫層と青灰色のシルトの互層である多良層（大泉層）
が見られる。礫は亜円～亜角礫で，砂礫層にはラミナ
も見られる。 

 
5. おわりに 
 
 この地質見学地案内も 5 回を数え，100 地点以上を紹
介した。興味を持たれ，今後見学に行きたいと思われる
ところが見つかれば幸いである。 
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